



















9-12 世紀のタントラ仏教歌「チャルャーパダ」にまで遡る 2 つの伝統、ベンガル地方の放浪詩
人であるバウルたちの文字に頼らない口承文化と、ネパールのネワール人たちの写本を頼りに
伝承されるチャチャー歌の伝統を紹介し、バウルの伝承は、共通の内容や比喩を用いながらも、
時代や場所によって異なるテクストを創造しているのに対し、チャチャー歌はもはや意味を失
った化石化したテクストとして伝承されていること等を指摘している。
　言語研究グループによる地球研を離れてのセミナーは、これが始めてだったが、3 つの講演
を通して、南アジアの文字文化の古代から現代に至る流れを、別々の角度から照らし出すこと
ができたように思う。小規模なセミナーながら聴衆からの反応も上々だった。メンバーとして
は、今後も、年に一度はこのような催しを開催したいと考えている。
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